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論文の内容の要旨
　インドネシアの国土のバランスに配慮した地域開発を目指した政策示唆を得るために，本論文は製造業の立地
のパターンや変化を分析したものである。インドネシアの工業開発において海外からの直接投資は重要な役割を
占めており，その中でも日本企業の占めるシェアは大きい。そこで具体的には，製造業直接投資の分布を左右す
る要因を計量的に実証分析している。
　第2章，第3章，そして第4章では日本と発展途上国の工業配置の遇去の傾向をレビューし，これをそれぞれ
の社会経済的背景を考慮しながら比較し，共通点や違いを議論している。さらに，インドネシアのスハルト政権
時の工業・地域開発や，1980年代中頃のインドネシアの直接投資に対する規制緩和についても，その影響を議論
している。
　第5章が本論文の中心部分で，インドネシアに対する日本の製造業直接投資の内容・役割や立地について分析
している。日本企業の雇用や投資の立地要因をインドネシアの直接投資の局面別の3時点で回帰分析で計量分析
しており，輸出企業と輸入代替企業についてもそれぞれ分析している。また，ジニ係数やタイル指数を使って，日
本企業の雇用の集中度をインドネシアのほかタイ，マレーシア，フイリピ．ンについて分析している。
　この結果，たとえば日本の投資額は規制緩和後も首都圏に集中しているが，雇用面では輸入代替産業で集積の
効果は薄れていることなどが判明している。また日本企業の集中の格差について，たとえばインドネシアとフィ
リピンで地域間格差が緩和され地域内格差が拡大し，タイとマレーシアではその反対傾向が確認されている。所
得水準や地形的要因が背景に見られる。
審査の結果の要旨
　日本の海外直接投資について，日本からの進出の投資額・量や部門・相手国などはよく把握されているが，進
出先での空間分布を詳しく分析した研究はこれまで見られない。また，途上国で工業開発や地域開発の議論はよ
く行われるが，海外の進出企業に着目したものは少ない。その意味で本研究は新しい視点で興味深い結論を導い
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ており，さらに社会経済的あるいは地形的背景との関係も比較研究から抽出しており，今後の研究や政策に示唆
深い。
　方法論的に計量経済学手法や情報光学的手法を用いているが，特に新しいモデルではないものの，データの問
題に対して適切な対応をとるなど十分な応用力を示している。今後は地域経済的側面の分析・研究を深めること
が長期的に期待される。本研究に関連する学術研究雑誌への論文（発行済1編，投稿申1編）もあり，さらには
学会発表もあって，学位論文として必要な水準に達していると判断される。
　よって，著者は博士（都市・地域計画）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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